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 第6図6He,了He,9Li,12B及び13Bにおけるスピン双極子状態の
 親核からの励起エネルギー分布。
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 第7図6Li,7L1及び9Beについてのスピン双極子遷移の
 core励起とvalence励起の反応微分断面積の比。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は電子ビームによって9Beから生成されるπ+中間子のエネルギー分布を5つの角度
 で測定し,この結果からE,㌶200MeVにおける9Be(γ,π+)9Li反応の残暫励起エネルギー及
 び反応微分断面積を求めて角分布により7Liの励起状態の研究を行なったものである。
 原子核の(γ,π)反応はスピン・アイソスピン反転遷移を研究するための重要な手段である。
 これまでlp殻核6Li,7Li,12c,13cについて(γ,π+)反応の研究が行なわれ,スピン・アイソス
 ピン反転による残留状態が解析された。これらの残留核は6He,7He,12B,13Bであり,それぞ
 れ低励起状態はlp殻からのvalence励起によるものとされており,更に6He,7Heの高励起状
 態は1s殻からのcore励起と結論されている。これらの結果を9Liに延長して系統的に調べる
 事は重要である。
 著者は9Be(e,π+)9Li反応により生成されたπ+中間子のエネルギー分布を磁気スペクトロ
 メ一夕を用いて測定した。π+中間子の分離には三層の多線比例計数管の後部におかれた2層の
 プラスチックカウンター及びチェレンコフカウンターを用いた。著者はπ+中間子のエネル
 ギーの解析によって,残留核分布9Liの励起エネルギーEx駕4.7,7.3,10.9,14.6,17.4MeVを残す
 強いπ+放出チャネルの存在を発見した。更にこれらの残留状態を残す反応の微分断面積を求
 め角分布を得た。また準自由過程により生成されるπ+の寄与を調べるため120。において光子差
 分法の実験を行ない,その寄与が無視出来る事を確かめた。
 得られた角分布は殻模型に基づく理論計算の結果と比較検討した結果,Ex駕4.7MeV,
 7.3MeVの状態に関しては1p殻からの励起によるvalellce励起状態,Ext10.9MeV,14.6MeV,
 /7.4MeVの状態は1s殻からの励起によるcore励起状態で説明出来る。これらの結果は9Be
 (ガ,γ)反応の実験及び理論の結果とも比較検討された。本研究は9Liについて得られた結果に
 おけるvalence励起状態とcore励起状態の分布が6He,7He,i2B,13Bの場合と密接な類似性を
 持つ事を明らかにし,原子核のスピン・アイソスピン反転の研究に新しい知見を与えた。
 以上この論文は著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
 とを示している。よって竹下邦和提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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